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1 更生保護の概要

「更生保護Jと は,「犯罪や非行をした人たちも,周囲の条件と本人の自覚によって,立派に立ち直るこ

とができる。Jと いう人間が本来持っている可能性を認め, これらの人たちの実社会内での更生 (立ち直り)

を援助したり,犯罪や非行の予防のための様々な活動を行うものです。こうした活動を効果的に進めるため

には,公的な機関による行政的な働き掛けだけでなく,罪を犯した人を受け入れる地域社会の人々の温かい

理解と協力が不可欠です。我が国においては,国と地域社会の人々が連携して、更生保護の諸活動を進めて

います。

く更生保護の機構・組織 >

◇ 更生保護の全体機構

中央更生保護審査会

…

保護司選考会

|

¨
(全国 8カ 所の高等裁判所Pl在地)

「
鶴

…
¬

(全国50カ 所の地方裁判所所在地)

◇ 仙台保護観察所の組織

◇ 宮城県の更生保護協力者組織

保 護 司 ¨

」

―

BBS会

協力雇用主

更生保護法人 ■

宮城県,BS連盟 |

H¨

…
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2 保護観察所

保護観察所は,各都道府県庁所在地 (北海道のみ 4ヵ 所)に置かれています。宮城県では,仙台保護観察
所が更生保護の第一線の実施機関として,保護観察や生活環境の調整の実施,犯罪予防活動,更生緊急保護,

恩赦上申の事務,医療観察業務,犯罪被害者への援助業務及び更生保護関係ボランティア団体への支援など
を行っています。

保護観察所には国家公務員である保護観察官と社会復帰調整官が配置されています。保護観察官は,心理
学,教育学,社会学,そ の他の更生保護に関する専門1句知識に基づいて,地域の民間篤志家である保護司等
の協力を得ながら,更生保護の仕事に従事しています。

また,社会復帰調整官は,精神保健福祉士なとの有資格者などからなり,精神障害者の保健・福祉に関す
る専門的知識に基づき,心神喪失者等医療観察法の下,同法の対象となる精神障害者の社会復帰促進の仕事
に従事しています。

3 保 護 観 察

更生保護の活動の中′と、は保護観察です。保護観察とは,犯罪や非行を犯した人を自由な社会の中で生活さ
せながら, その人に一定の約束事 (遵守事項)を守ることを義務付けて,遵守事項及び生活行動指針を守る
ように助言・指導するとともに、就職の援助や悩みの相談に乗って,そ の立ち直りをBllけ ようとするもので

す。

保護観察は、通常,処遇の専門職である保護観察官と地域の事情に精通する保護司かそれぞれの特性を生
かし,協働してこれに当たります。

保護観察の対象や期間は,次のとおりです。

※ 1号観察には,一般事件の保護観察,短期保護観察,交通事件の保護観察,交通短期保護観察の 4
種類があります。

なお,保護観察を受けている人が遵守事項を守らず,行状が大きく舌[れて、 そのまま放置すれば再非行や
再犯に陥るおそれがある場合は,少年院や刑務所に1又容する手続を採ることがあります。他方,保護観察の
成績が良好で,社会の善良な一員として立ち直ったと判断される場合は,保護観察期間満 F前でも保護観察
を終了する措置を採ることもあります。

号 種 保 護 観 察 対 象 者 保 護 観 察 の 期 間

1号観察 家庭裁判所の決定により,保護観察に付された者 20歳まで又は 2年間

2号観察 少年院から仮退院を許された者 1 原則として20歳に達するまで

3号観察 刑務所から仮Tlk放を許された者 残刑期間

4号観察

5号観察

1 裁判所で刑の執行を猶予され,保護観察に付された者 執行猶予の期間

婦人補導院から仮退院を許された者 補導処分の残期間

(2)



(1)保護観察事件年間取扱件数の推移 (平成17年～21年 )

(件)2500

2000

17年 19年

1042

20年

■他庁からの移送
|

口新たに受理  |
●前年からの繰越

‐
756

(2 保護観察事件号種別受理件数の推移 (平成17年～21年 )

＾
∠

(件 )1200

1000

800
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400

200

0
18年 19年

□4号観察

03号観察
E2号観察1  83
口1号観察1  670

９２

一
２７２ 271

※ 受理件数は 新受件数と移送件数の合計である。

(3)
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(0 保護観察事件年末係属件数の推移 (平成17年～21年 )

一   般

交   通

短   期

交 通 短期

19

210

49

40

136

232

180

37

161

610

56

17

0

73

127

10

237

85

41

146

509

一 般 短期

特 修 短期

47

22

1

70

107

6

113

231

30

261

792

４
　
号

合    計

14)良好措置の状況 (平成17年～21年 )

年

種 類
17 18 19 20 21

解     除(1号 )

般

通

596 594 588
●
●
０
０
′
ｉ 414

０
０ 120 111 94

67 ０^ 62 51 ′
，

期 81 61 46

つ
０
つ
０ 875 354 277 211

良好停 L.一時解除(1号 ) 0 0 0 0 0

退院申請・申出(2号 ) 2 5 6 4 6

仮解除申請・申出(4号 ) 5 3 6 9 6

△
ロ 計 603 ｂ́ 600 498 426

※ 平成20年 6月 1日 に更生保護法が全面rL行されたことを受け, 1号観察の良好停止が一時解除に
改められ,地方更生委員会に対する中請が申出と呼称変更された。
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幅)不良措置の状況 (平成17年～21年 )

種 類    ~~―――__

警       告 (1号 )

施 設 送 致 申 請 (1号 )

通       告 (1号 )

戻 し収 容 の 申出 (2号 )

0

0

0

0     1        0

8     1        4

13    1      15

38     1      38

16     1      18

1     1       o

5     1        1

26           14

57    ‐     41

保護観察の停lL中請.中出 (3号 )

仮釈放の取消じ

(3号 )

執行猶予取消じ申出 (4号 )

引 致 状 の 請 求

※ 平成19年 11月 1日 に少年法の一部改正がなされ, また、平成20年 6月 1日 に更生保護法が全面施行
されたことを受け,新たな措置として 1号観察に警告と施設送致申請が設けられ,地方更生委員会に
対する中請が中出と呼称変更された。また, 3号観察の仮釈放取消中報が仮4r放取消事由通知書によ
る通知に改められた。

(0 保護観察類型別処遇実施状況
保護観察類型別処遇は,保護観察対象者の持つ問題性そtr他の特性を その犯罪.非行の態様,環境条
件等によって類型化し,今 13の類型のいずれかに該当した者は,そ の特性に焦点を当てた効率的な処遇を

実施することを目的としています。

(平成21年 12月 末現在)

種
　
別

1 号
%

シ

ン

ナ

|

覚

せ

ヽヽ

剤

飲

酒

暴 1暴

力 1走

団  li4

中
　
学
　
生

精

神

障

害

性
　
犯
　
罪

校

内

暴

力

同

齢

冒

鴨

家
庭
内
暴
カ

任
¨
　

　

職

D

V

ギ

ヤ

ン

ブ
ソレ

計

6 .    0

34 00

2 0 5 4 4 12 2 0 241    2    0     1 0 62

11 00  28 221 221 67 11 00

0

134 1  1 1   00   06 00 //

2   号

%

3 1 1

21

1 1    3 6 1 0 0 111 31 0  0 2 32

64 21 21 64 128 1  2 1 00 00 00 2341  641  00   00 43 /
3   弓

%

1 11 5 0 10 3 0 0 10 23 0 0 0 11 85

09 101 101 46 00 92 28 00 00 92 21 1 00 00  00 101
′//

4   号

%
3 13 34 15 0 28 0 0 14 54 9 2 5 228

13 5 5  143 63

21

00 118 97 00 00  59 227 38

14

08  21 118 //′

計

%

つ
０ 25   48 8 48 31 2 24 112 2 6 41 407

23 44 84 37 84 54 21 031 42 195 24 03  10 72 /
※ 率は,短期及び交通事件を除く各号種別の全件数を母数として算出した (重複該当あり)。

(5)



(71 保護観察分類処遇実施状況

平成20年 6月 1日 の更生保護法の施行に伴い,従来の分類処遇にかわって,段階別処遇が導入されまし

た。保護観察対象者を処遇の困難性に応じてS,A, B, Cの 4段階に区分し,そ の区分に応じ,保護観
察官と保護司の協働態勢の下における両者の適正かつ効率的なll追活動を行うほか,各 ll遇段階における

処遇の実施状況に即して,処遇段階の変更,不良措置,良好措置等の措置が的確にとられるようにするこ

とにより,弾力1勺で体系的な保護観察処遇を実施しようとするもので,その区分状況は下表のとおりです。

なお. 更生保護法施行前に係属した保護観察事件については,引 き続き,保護観察分類処遇が適用され

ており,平成21年 12月 末現在,A分類25件・ B分類127件 となっています。

(平成21年 12月 末現在)

※ S段階…保護観察対象者のうち,特号1の態勢及び内容による処遇を行うもの。
A段階―S段階に編入されない保護rtHt察対象者のうち,処遇が著しく困難と認められるもの。
B段階―S段階に編入されない保護観察対象者のうち,処遇が困■ltと 認められるもの。
C段階…S段階に編入されない保護観察対象者のうち,処遇が困難でないと認められるもの。

4 生活環境の調整

生活環境の調整とは,刑務所や少年院に1又容されている人が釈放されたときに,更生に適した環境で生活

できるよう.本人の1又容中に,本人と家族 引受人などとの感情の融和,就業の具体化,不良な友人との絶
縁を図るなど, その受け入れ態勢をよりよく整えるため,本人が釈放されるまで継続的に行われます。

種 別 区分対象件数 段  階

1写 観察

2号観察

3号観察

4号観察

計

(1)生活環境調整事件年末係属件数の推移 (平成17年～21年 )

年
17 13

種 別
19 21

刑 務 所 在 所 1,039 861

少 年 院 在 院 62 51 65

960      1    1090

981

926

(6)



(2 生活環境調整事件年間取扱件数の推移 (平成17年～21年 )

く刑務所在所〉

(件 )
1800

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

〈少年院在院)

(件 ) 160

140

120

100

80

60

40

20

0
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5 恩赦 (個別恩赦 )

個男1恩赦は,特定の人に対して,本人の性格,行状,再犯のお

それ,社会感情等に関する審査を経て決定されるもので,更生保

護の最終段階として位置づけられ,特赦,減刑,刑の執行免除,    認

復権があります。

特赦は,有罪の言渡しの効力を失わせ,減刑は刑を軽減するも   指
のですが,執行猶予中の人については,刑の減刑と合わせて猶予

期間を短縮することができます。刑の執行免除は,将来にわたっ   恩散状作成
で汗1の執行すべてを免除するものです。復権は,有罪の言渡しを

受けたため,法令により制限された資格を回復させるものです。

個別恩赦の手続については,上申権者 (刑務所長,保護観察所
   恩赦状送付

長,検察官)力 ,ゞ職権又は本人からの出願に基づき,中央更生保

護審査会に上申し,その審査の結果,恩赦を相当と認めるときは,

その実施について法務大臣に申出を行い,内閣は閣議により恩赦   恩赦状交

を決定 し,天皇がこれを認証することになります。

<恩赦手続図 >

閣議請求

定

出

申

出願

天 首
〓

証 決

内 閣

△
「

法 務 大 臣

申

中央更生保護審査会

法務省保護局恩赦管理官室

上

保護観察所長

付 職権又は

本 人

恩赦上申の状況 (平成17年～21年 )

年

種 類
17 18 ０

４ 21

刑の執行免除 (3号 ) 0 0 0 0 0

復  権 (3号)終了 1 0 1 0 1

(9)



6 医 療 観 察

医療観察制度は,心神喪失等の状態で殺人や放火など重大な他害行為をした精神障害者の社会復帰を目的

としています。心神喪失者等医療観察法に基づいて平成17年 7月 15日 から開始されました。

保護観察所に配属された社会復帰調整官が,医療や福祉の関係機関等と連携しなから,精神障害者の社会

復帰を支援する地域ケアチームの一員として,処遇等を行っています。

社会復帰調整官による保護観察所の主な役富1

1 生活環境の調査

裁半1所の審判前に,裁判所の求めに応じて対象者の生活環境調査を行 、ヽ 意見を付して報告します。

2 生活環境の調整

対象者が指定入院医療機関に入院中,退院地の選定や確保のための調整と退院地におけるケア体制

の整備を図ります。

3 精神保健観察

対象者が必要な医療を維持させなから、訪問面接や関係機関との協議等を通して生活状況を見守り

ます。

4 関係機関との連携確保

地域での医療や対象者の福祉に関わるメンバーによるケア会議を随時実施し、地域処遇方針の統一

を図ります。

)内 は他庁からの移送で内数。

年別処理状況

21         1       14

生活環境調査事件 生活環境調整事件    精神保健観察事件

(10)



7 犯罪被害者等施策

平成19年 12月 1日 から保護観察所及び地方更生保護委員会において犯罪被害者やその親族等のための制度

が始まりました。保護観察所では,被害者担当官と被害者担当保護司がこの業務に当たっています。

被害者等が利用できる制度は,次の4つの種類があります。

1 意見等聴取制度

地方更生保護委員会が行う加害者の仮釈放・仮退院の審理において,希望する被害者や遺族等から仮釈

放・仮退院に関する意見や被害に関するこV晴を聴取します。

聴取された意見等は,仮釈放や仮退院を許すか否かの判断に当たって考慮されるほか,仮釈放・仮退院

を許す場合の特別遵守事項の決定などに当たって考慮されます。

2 心情等伝達制度

希望する被害者や遺族等から被害にF‐lす る心情等をお聴きし, これを保護観察中の加害者に伝えます。

伝達した保護観察中の加害者に対しては,被害の実情等を直視させ,反省や悔悟の情を深めさせるよ

う指導監督を行います。

3 被害者等通知制度

加害者の保護観察の状況などを,希望する被害者や遺族等に通flし ます。

4 相談・支援

被害者のための諸制度や手続等に関する情報を提供したり,関係機関・団体等を紹介します。

年別利用状況

■
―ヽCtヒ 意見等聴取制度 t4青等伝達制度 被害者等通知制度 相談 支援

19 0                     0 6 0

20 1 1 64

21 0 5 58

(11)



8保 護 司

保護司は,法務大臣から委嘱された,無給・非常勤の国家公務員です。地域社会で信望のある民間篤志家

で,地域の実状に通しているという民間也 地域性の特色を生かしながら,保護観察官と共に更生保護の仕

事に従事しています。

具体的には,保護観察を受けている人と接触を保ち,生活状況を把握した上で,立ち直りに必要な指導や,

家族関係,就学・就業などの調整を図ったり,問題解決のための助言を行うほか,受刑者及び少年院在院中

の少年の仮釈放に備え,引受人に協力を求めながら帰住地の整備にあたっています。

また,非行,犯罪防止のため,地域において,社会浄化活動を行うなど重要な役割を担っています。

なお,保護司は,県内17に区分されている保護区のうち,その居住する一つに配属され,各保護区ごとに

組織される保護司会の一員として,諸活動を行います。

表 1 男女別保護司数 (平成22年 1月 1日現在,以下同じ)

年末現在の保護司数の推移 (人)

宮城県

750人

全  国
48,851人

年

区 分
17

０
０ 19

＾
υ
０
４ 21

男 性 保 護 司 574 568 565 555 548

女 性 保 護 司 196 201 208 203 202

合 計 770 769 773 758 750

(12)



表 2 年代別保護司割合

20～ 30歳代 。4
20～30歳代。。%40歳

代

30年以上

表 3

2年未満

保護司勤続年数

10918

30年以上

年
区 分

2年未満 2～ 4年 4～ 6年 6～ 8年 8～ 10年 10～ 15年 16～ 20年 20～ 30年 30年以上 計

富 城 27

全 国 5523 6103 6402 5577 3β 72 5017 5077 1124

(13)



く宮 城 県 〉

教 員 1。、

土木建築業
13ヽ

社会福祉事業
24ヽ

製造加工業
16ヽ

サービス業
20ヽ

会社員
45%

会社団体役員
45..

公務員

表 4 保護司職業調べ

公務員 50ヽ 商 業 71'|

〈 全 国 〉

教 員

土木建築業  18%
社 会 福 祉 事 業 219)

製造加工業 27..

サービス業 31

会社員801｀

会社団体役員

農林漁業
156ち

その他

135・・

宗教家

150.。

無 職

126。 .

人

農林漁業 宗教家 無 職 主 婦 商 業 公務員 会社団体役員

官 城 43

全 国 4152 5343 6207 6785 3455 2426 4053

会社員 サービス業 製造加工業 社会福祉事業 土木建築業 教 員 その他 計

34 18 10 8 101

3928 1501 1326 1110 ＾
０ 0143 48851

(11)



9 更生保護法人

I生保護法人は,法務大臣の認可を受け, または届出をして更生保護事業を営む民間の団体です。

更生保護法人には,保護観察中の人や刑務所などから釈放された人で,身寄りのない人や身寄りがあって

1折り合いか良くないため同居できない人,あ るいは,現在住んでいるところでは更生が妨げられるおそれ

つある人などを保護施設に収容して衣食住の面倒をみたり, ・t業の援助や生活指導を行いながら自立の援助

を行うもの (継続保護事業)と , これら犯罪や非行に陥った人の立ち直りの援助を目1句 とする事業や更生保

■に関する啓発や犯罪予防活動の助成を行うもの (連絡助成事業)があり,宮城県には,lt続保護事業を行

うものとして更生保護法人宮城東華会が,連絡助成事業を行うものとして更牛保護法人宮城県更生保護協会

つ二つがあります。

1)更生保護法人宮城東華会
0 宿泊保護実施状況 (平成20年度)

※ 0 更生緊急保護は,満期釈放者等に対する措置,援護等は,保護観察中の者に対する措置です。
② 任意保護は,保護観察期間や法定の期間が経過した者に対し,更生保護施設が必要に応じて
任意に保護する措置です。

更生緊急保護 1 1771

(15)



② 在所者の退所理由 (平成20年度)

③ 在所者の退所先 (平成20年度)

退所理由 退所者

円 満 退 所 81

無 断 退 所

そ の 他 5

計
＾
ｕ
υ

退 所 先 退所者

親族 知人等   20

就  業  先 39

下宿・借家等

そ の 他 16

計 97

(16)



④ 宿泊保護人員の推移 (平成16～ 20年度)

年 度 16 17 18 19 20

延 人 員 8,209 8,337 7,895 7,030
″
‘
０
０
０
０
８

実 人 員 148 109 104 92 117

※ 宮城東華会の収容定員は30人です。

0)更生保護法人宮城県更生保護協会
① 会費納入状況 (平成16～20年度)

1800

1750

1700

1650

1600

1550

1500

1450

1400

1350

単位 (万円)

20年
度

(17)



収入・支出状況 (平成20年度)

く収 入> 単位 (万円)

′`
費 1 寄 附 金 ‖オ産収入 補助金等 そ の 他 ′、 言十

1 _

1527  1  160 213 10 1,962

その他

く支 出 > 単位 (万円)

保護 ,J活動 1協 フリ団 体
|-1キ
保護事業

‖:論啓発貨 事 務 費 経営管川ltt そ 。)他 ′、
:「

助 成 費 助 成 費 就労支援昔

|

1

|

|462         581 273 252 112 一ｂ０^ 87 1 833

[壁塾競
理費
_

「事務費
1  6

初
％

保護司活動助成費

1世論啓発費
14%

一般保護事業就労支援賞
協力団体助成費

|- 1峰   」

(18)
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10協 力 組 織

(1)更生保護女性会

女性として,母親としての立場から地域の犯罪予防と犯罪や非行に陥った人の更生に協力することを目

的としたボランティア団体です。地域での啓蒙活動としてのミニ集会や子育て支援活動,保護司会や・

BBS会 との共同による諸活動,保護観察を受けている人や更生保護施設で生活している人への援助活動,
刑務所受刑者や少年院への訪問活動など多而的に活動しています。現在,全国で約20万人の会員が活動し

ており,活動の趣旨に賛司する女性であれば,誰でも会員となることができます。

宮城県内には,28の地区会が組織されており,その連合組織として宮城県更生保護女性連盟があります。

(2)BBS会  (Big Brothers and Sisters MOvement)
非行に陥ったり,素行に問題のある少年のよき友だちになり,兄や姉の立場に立って立ち直りを援助す

る「ともたち活動Jや ,保護観察所が保護観察中の少年を対象に行っている‖1会参加活動への参加l.lj力 な

どに取り組んでいる青年ボランティア団体です。近年は大学生のサークルとして活動している団体もあり

ます。BBS活動の趣旨に賛同し,共に活動したいという熱意のある青年であれば,誰でも参加できます。
宮城LE内には11の地区会が組織されており その連合組織として宮城県BBS連盟があります。

G)協 力雇用主

協力雇用■とは,犯罪や非行歴のあるノ、に その事情を承知した上で‐t労の場を提供し, その人の立ち
直りに協力しようとする民間の事業主です。

宮城県内には, 協力雇用主が314名 (H22224現在)お り,組織化された協力雇用主会は 8ヵ 所 (仙台,

柴田,登米南三l_t,名取岩沼. 自石,石巻, 人崎、気仙沼)あ ります。

また,保護司会を始めとする更生保護団llや地元の経済団体及び業界団体と連携を図りながら,統一し

た意識の下で組織運営すべく,平成21年 1月 16日 に「宮城県更生保護事業協力雇用主協会Jが設立されま

した (本協会は,平成21年 10月 27日 に設立された「特定非営利活動法人宮城県就労支援事業者機構Jの N

PO法人格の認証,たに活動を引lllぎ 解散する予定です。)。

(19)



宮城県の地区更生保護女性会分布図

数字は平成21年 12月 31日現在の会員数

|

気仙沼ゞ
65

｀` ‐`
_ヽ′

・ ‐`

、

［］‐６５」一

98

こヽ

石 巻

108

東松島

青 葉

女 川

(20)



平成21年度地区更生保護女性会活動状況

平成21年 4月 ～平成21年 12月

事項

地区

会員数

研 究 協 議 活 動
保護観

察対象

者に対

する援

助活動

犯罪予

防活動

(社明

運動)

更生保

護施設

に対す

る援助

活動

BBS

運動に

対する

協力

施設訪

問激励

その他

の活動

二
　
　
△
〓

ヽ
　ヽ
集

計

総 会

定例会

役員会

研究会
(保護
司会と

合同研
修を含
む)

その他

の会合

青  葉 185 6 0 8 0 0 5 0 0 0 0 19

宮 城 野 104 8 3 10 0 1 6 0 0 3 0 31

若  林 136 14 4 19 0 6 9 0 0 9 1 62

大  自 80 12 4
０
多 0 11 5 0

0

7 7 16 85

泉 53 6 3
０
４ 0 6 1 11 0 71

石  巻 108 14 4 26 0 3 0 0 2 7 6 62

女 ,|| 26 7 2 11 0 4 0 0 0 5 45

東 松 島 70 3 2 2 0 1 0 0 1 24 2 35

桃  生 98 7 2 0 0 2 0 0 0 0 0 11

塩  釜 152 13 5 21 0 2 0 0 4 10 10 65

多 賀 城 5 1 8 0 1 0 0 3 8 39

白石 刈日 180 6 2 8 0 1 1 0 0 8 56

柴  田 83 5 b 4 0 6 0 0 0 7 0 27

角  田 109 6 2 4 0 Э 0 0 3

丸  森 90 6 2 4 0 3 0 01 0 1 0 16

亘  理 50 2 1 1 0 1 0 01 0

01    3

2 4 11

名  取 114 3 0 3 0 1 0 8 2 20

岩  沼 80 3 4 2 0 6 1 0 0 46 0 67

加   美 31 4 2 8 0 0 0 0 0 0
０
●

黒   川 165 8 4 11 0 2 0 0 1 2 8
つ
０

大崎東部 120 11 13 17 0 6 0 0 0 37 30 114

玉  造 49 6 2 4 0 11 0 0 0 4 4 31

遠  田 79 7 4 27 0 6 0 0 0 22 85

若  柳 159 12 5 19 2 1 0 0 1
０
多 17 80

築  館 111 19 3 16 0 7 0 0 5
′
， 3

０
フ

登  米 126 6 2 7 0 1 0 0 0 0 0 16

南 三 陸 26 6 5 〓
υ 0 5 0 0 0 28 0 59

気 イ山 沼 65 7 1 4 0 4 0 0 0 2 0 18

合 計 2,774 211 87 307 2
■
● 28 0 41 373 170 1344

※ 会員数は平成21年 12月 末日現在 である。

(21)



協力雇用主の状況 (平成21年 12月 31日現在)

11)協力雇用主の状況

被雇用者数

建設業 |■―ビス業 運輸業 1電気 カス 農林漁業 鉱 業 |そ の他

5   1    0   1    5      263

0   0 1 0 1 0 1 20

(2 上記のうち,所管更生保護施設の協力雇用主数及び更生保護施設在所中の被雇用者数

製造業 1建設業 十一ビス業1卸小売業 運輸業 ‐ 電気.漱 出 l漁業 1鉱 業 |そ の他

0    1    3
０

　
　
一　
　
〇

0

0

13)協力雇用主の状況 2く号種別被雇用者数〉

1 1号 2号

4

3号 ］一
監
護
甦
保 言1

被雇用者数 1 0 4    1 7 5 L:

“

)上記のうち,所管更生保護施設在所中の被雇用者数

4号 1計ぽ

(22)



地区 BBS会 の1大況 (平成21年 4月 1日現在)

※ 白石地区BBS会 については,平成21年 7月 ll口 付けで,マ散.

11 犯罪予防活動

犯罪予防活動とは,犯罪や非行の防止のために,世論の啓発や犯罪原因となる社会環境の浄化に努める活

動のことをいいます。更生保護における犯罪予防活動の特色は,犯罪や非行の発生を未然に防ぐために,社

会的連帯感や社会規範意識を強化・助長するように地域社会に働きかける点にあり,そ の目的は,犯罪や非

行に陥った人の社会復帰に対する地域社会の人々の理解と関心を深め,地域社会が彼らを地域の一員として

受け入れ,その更生を援助することによって,彼 らが再び犯罪や非行に陥ることのないよう図ることです。

法務省が主唱する・社会を明るくする運動"は,すべての国民が,犯罪や非行の防止と罪を犯した人たち

の更生について理解を深め,それぞれの立場で力を合わせ,犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全

国的な運動です。毎年 7月 を強調月間とし,様々な活動を展開しています。

宮城県では,主に市区町村等を単位として地区推進 (実施)委員会が組織され,保護司,更生保護女性会,

BBS会など更生保護協力団体も加わって駅頭広報,サ ッカー教室等の活動を実施しています。

地区会名

△
ム 員 数 ともだち活動件数 グループ活動

濯鶉|∞歳以上
計

(う ち学生)
少年の人員会員の人員 回 数 参加会員 参加少年数

青  葉 84 (83) | 7 91 (83) 6 . 14 り
●
　
　
　
ハ
υ

10 0

若  林 0 0 0 0 0 0 0

泉 3 ( 1) 7 10 ( 1) 0           0 6 10 0

石  巻 0 2 2 0 0 0 0 0

塩  釜 0 2 2 0 0 0 0 0

白石(休会) 0 0 0 0 0 0 0 0

柴  田 0 1 1 0 0 0 0 0

岩  沼 0 2        1   2 0 0 0 0 0

遠日(休会) 0 0       1   0 0 0 0 0 0

黒川(休会) 0 0       1   0 0 0 0 0 0

加   美 0 0 0 0 0 0 0 0

大崎(休会) 0
０

一

２６

0

113 (84)

0

6

0 0 0

計 12地区 87 (84) 0

(23)



第59回 “社会を明る

犯罪予防活動の概況

くする運動"の実施結果 (平成20年 9月 1日～平成21年 8月 31日 )

地区推進 (実施)委員会の数
設置数             41 (県内全市区町村)

2 推進 (実施)委員長
県 推 進 委 員 会
地区推進 (実施)委員会

宮城県知事

自治体の長

そ の 他

)内 は保護司の人員で内数。

29地区

12地区 (社会福祉協議会長等)

3 実 施 行事

実 施 委 員 会 議

街 頭 広 報 活 動 等

県推進委員会 地区推進 (実施)委員会

回 数 1  参加延人員  1 回 数
1 1  141(52)  1 1∞

117(45)

3.355 ( 505)

7,762 ( 719)

4702(184)

7,137 (  80)

3531 (  101)

ポスター,標語等の作品募集 1241( 37)

4472 (  95)

相 談 所 開 設

矯 正 施 設 製 品 展 示 会

1日 保 護 観 察 所 長
関係機関・団体協議会,大会

募 金 ・ 物 品 等 の 寄 贈

矯 正 施 設 訪 問

更 生 保 護 施 設 訪 間

更 生 保 護 関 係 者 集 会 1,820 ( 285)

弁 払
翻 大   会  ,

48 ( 20)

他 5763(216)

言十 497 (141) 1205 42191 (2.481)

4 作文コンテスト

小  学  生

実施地区推進委員会数

参 加 学 校 数

応 募 作 品 数

(24)


